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世界から必要とされる日本人でありたい

アライアンス・フォーラム財団
代表理事
国連ＷＡＦＵＮＩＦ代表大使
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かつて、エルサルバドルなどの中央アメリカの考古学の研究に没頭していた頃、

深刻な貧困を目の当たりにしてきました。以来、欧米を中心に活動してきました

が、祖国である日本が先進国のみならず、途上国に対して何ができるかをずっ

と考えてきました。

国連加盟国１９２カ国の内５０カ国は後発発展途上国と呼ばれ、教育と医療が

不十分であるがゆえに経済活動も起こりにくく、非常に低い所得で生活をせざる

を得ない状況におかれています。こういった問題を解決するために、政府が行っ

ている支援を補完できるような民間による支援、先端技術を使った遠隔教育・

遠隔医療などを実施してきました。

マイクロファイナンスを学ぶ

途上国、先進国問わず、マイクロファイナンスのニーズが高まっている今、マイクロファイナンスの分

野での専門家を養成するため、当財団とBRAC大学が共同でMicrofinance Institute（修士課程）を

開設いたします。

その第一段階として、マイクロファイナンスに関して基礎から理解を深めたい方へ向け、10日間のマ

イクロファイナンス・プロフェッショナル養成コース【導入編】を開催いたします。

本コースは、マイクロファイナンスの現状、背景と抱えている課題、将来に関して幅広い知識と経

験の場を提供します。NGOの行うマイクロファイナンスだけでなく、様々な機関が貧困層に対して提供

する金融サービスに関して現場で学ぶことができるのが本コースの特徴です。それによって、参加者

のマイクロファイナンスに対する包括的な理解を促し、アフリカ・アジア・中南米などの実際の現場で

活躍する人材を育成する第一歩にしたいと考えています。

今後広く展開していきたいのが、「マイクロファイナンス」の活用です。「マイクロファイナンス」は、貧困層の生活を

大幅に改善する可能性を秘めています。たとえばバングラデシュで、観光客に竹細工を１００円で売っている人がい

るとしましょう。材料になる竹籖は原価１０円ほどかもしれませんが、その原価を負担できない貧困層は時給５円で１日

働かなければならないかもしれない。そうすると、日給はせいぜい５０円です。しかし、材料を買うお金をマイクロファ

イナンスで借りることができれば、１個につき９０円の利益を手にすることが出来ます。マイクロファイナンスをバングラ

デシュを中心に実践しているBRACのような世界最大のNGOにとっても、このマイクロファイナンスで貧困層の生活

向上を図りつつ、そこから上がった収益でさらにほかの支援活動も展開できる、というメリットもある。実に優れた活動

なのです。

このマイクロファイナンスの事業を、日本人の手で広く世界に展開出来ないだろうか。本研修コースはマイクロファ

イナンスの事業を世界で展開する専門的な人材の育成を目的としています。企業、行政、NPOなどさまざまな側面

からマイクロファイナンスを通じた途上国支援に携わる人材の活躍を心より期待しています。



アライアンス・フォーラム財団

BRAC（Bangladesh Rural Advancement 

Committee）

1972年、パキスタンからの独立戦争で荒廃した新生国

バングラデシュで、現会長のプァズレ・ハサン・アベッド氏

が中心となり12人のボランティアによって設立されたNGO

です。年間予算規模535億円(2008年度年次報告より)、職

員12万人以上、という世界最大規模を誇っています。行

政機構の実績を上回る大きな成果を挙げ、その活動は

農村開発・教育・保健・小規模金融・ビジネス開発など多

分野に拡がっています。また、他のアジア諸国やアフガ

ニスタンならびにタンザニアなど国外の活動も積極的に

展開しています。

マイクロファイナンス・プロフェッショナル養成コース主催団体

BRAC University

アライアンス・フォーラム財団 途上国支援事業部門

国連WAFUNIF日本アジア機構

アライアンス・フォーラム財団は途上国支援事業部門において、国連WAFUNIFと共に途上国の継続的自立

発展を促す民間による新たな途上国支援を進めています。また、これは、従来型の援助のみの途上国支援にと

どまらず、国連旗の下、安全で効率的な民間の力を活用した経済的に自立可能な事業による新たな仕組みづく

りです。途上国において経済的に自立可能な事業としてプロジェクトを立ち上げ、支援をする方、支援される方、

それぞれの目的と理想が調和できる枠をつくり、貧困問題の根本を解決する方法で途上国支援を行います。

日本発の新しい途上国支援のあり方を、世界へ広げてまいります。

2001年BRACにより設立。 バングラデシュの発

展を担うリーダーを作る上で、BRACのこれまでの

活動実績を基盤に運営されています。

建築学部、工学部、社会科学部、人文学部、理学

部があります。ビジネス・スクールも併設しています。

開発学部（BRAC Development Institute :BDI）は、

貧困から脱出するための社会保障制度や金融サー

ビス、草の根的な活動などにフォーカスしており、他

大学にはない実践的な開発学のプログラムを提供し

ています。
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マイクロファイナンス・プロフェッショナル養成コース創設目的

貧困層向けの金融サービスである、マイクロファイナンスは多くの人々の自立を可能にしており、世界の貧困解

消の一助として期待されています。特に途上国の人々が金融サービスにアクセスできる機会は限られており、マイ

クロファイナンス事業を拡大する余地は極めて大きいといえます。

ただ、この大きな需要に対して、金融分野の専門性をもち、現地で実際にマイクロファイナンス機関の運営に携

われる専門家は不足しているという現状にあります。

そこで、本養成コースは、この切望されるマイクロファイナンス分野の専門家を養成します。バングラデシュは、

世界屈指の大手事業者から草の根規模の組織が存在し、マイクロファイナンスの本場です。BRAC大学との共催

によって、マイクロファインスのアカデミックスタディとフィールドスタディの両方の実現が可能になりました。そして、

そこで得た経験やエッセンスを、今度はアフリカなどさらに需要が見込まれている地域において活用していただく

ことも視野に入れています。

各地域の生活スタイルや法制度はそれぞれ異なるので、マイクロファイナンスのアプローチの仕方も異なります。

途上国の貧困解消は、現地の人々と協力して、いかに地域に根差した金融サービスを生み出し、持続的な提供

ができるかにかかっています。

当財団は、志の高い人々にマイクロファインス分野で活躍するためのキャリアパスも支援していきます。
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導入編開講

（2週間）

ディプロマコース開講

（3か月間）

（単位認定）

修士課程創設

（1年間）

（単位認定）

2009 開講

2010～（予定）

2011～（予定）
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アジアアジアAlliance Forum Microfinance Institute
3ヶ月間：マイクロファイナンス （バングラデシュ）
5ヶ月間：公益資本主義 （日本）
1か月： テクノロジー （米国 シリコンバレー）

The Alliance Forum Microfinance Institute 今後の展望




